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大本山総持寺元布教部長

小牧市曹洞宗正眼寺住職

栽 松 大 成

昨今 「 い ま は 、 物 か ら 心 へ の 時 代 だ 」 と い わ れ

る よ う に な り ま し た 。 し か し 、 そ の 心 と は どの よ

うな心なのか、物から心への時代だとおっしゃっ

た り 、 書 い た り な さ って い る 方 で も 、 多 く は 単 に

物 に 対 比 して 心 と お っ し ゃ って い る だ け の よ う に

私には思えます。
“ こ こ ろ ” そ れ は 情 緒 で す

心 は 、 精 神 だ と か 、 理 知 だ と か 、 意 識 だ と か 、

霊 魂 だ と か い う こ と ば で い わ れ る こ と が あ り ま す
ね。

物 か ら 心 へ と い わ れ る 時 の 心 は 、 そ の よ う な か
た い 心 で は な く て、 も っ と や わ ら か い 心 の よ う な

気がします。理論的に云々する心でもなければ、
理屈でとやかくいう心でもない。好きとか嫌いと
か、嬉しいとか悲しいとか、腹がたつとか、なさ
けないとか、気持ちがいいとか、そういう感情に
ウエートのあるこころ、いわば情緒を大切にする
こころだと思っています。
いのちの本音

情緒を大切にするこころは、理屈ではないと中
しましたね。そうです。理屈ではなく生のこころ
です。いうならば、いのちの本音なのです。

既になくなられた方ですが、１９６０年に文化
勲章をお受けになった世界的な数学者で、岡潔さ
んという方がおられましたね。
現今のあまりにも主知的な、たてまえだけと思

われる教育を憂えて『風蘭』（講談社現代新書）
という書物をお書きになり、その巾で情緒の大切
なことを強調しておられます。
単なる理屈でなく、情緒を大切にいたしており
ますと、理屈の世界では見えなかった「いのち」
の不思議が見えてくるようになるのです。
いのちの不思議

岡さんは、こんなふうに書いておられます。
「たとえば、かぼちゃの種です。その種にはどうい

- ２

う力が秘められているかというと、それを上にま
きますと、その時期が来れば芽が出る。そして、
５卜思議な成長の仕方で大きくなり、秋に実がなっ

て、それがみのってしまうと枯れます。あの一一粒
の小さな種は約半歳後の変化までその中に秘めて
いるのです。このようなものを人はつくることも

なければ、説明することも山来ません。
わたしたちは、このつくれそうもないこと、わ

かりそうにもないことに目をふさいでいるが故に、
すべて知っているように思いますが、仔細に見る
と自然はこのように不思議にみちみちているので
す」といい、更に「この不思議まで見ることの出
来る人が自然を見ますと、単に自然を見ているだ
けでなく、自然あらしめているものも同時に見て
いるのだといえます。この自然と自然あらしめて
いるものとを合せて、大自然というのです」と自

然の不思議を述べられた後、人のいのちの不思議
について、次のように、いっておられます。-
「わたしが、ふらっと立ちあがります。ホラッ立ち
あがったでしょう。これは、私か立とうと思った
のです。そんなふうな気分で立とうと思ったので

す。これは一つの情緒です。立とうと思うと四百
幾っかの筋肉が、同時に統一的に動いて、尖際に
立ちあがるという動作を実現します。ところで、
その動作自身ですが、これは、立ち上がろうとし
た峙の気分を寸分たがわず、四次元的に物質（肉
体）によって表現したのです。
つぎに、その、はじめ立ち上がろうという気分

ですが、これは一一つの情緒です。（意志的ｔ、１１緒）
です。」云々といっておられます。

私は、岡さんのｒ風蘭』の所説をひいて、自然
の不思議、人の不思議について紹介しました。と
もにいのちの不、巴議に由米するものと思っていま
す。理屈をはなれでいのぢを大切にしたいも
のです。

心

〃 ｙ



このところ、私は丁ファジイ」という言葉（理

論）にひかれて「ファジイ」とあれば何であれ、

首を突っ込もうとしています。この言葉を目にし、

耳にする機会は、私のまわりでは非常に少ないの
ですが…。

ファジイ（ｆｕｚｚｙ）を英語辞典でひいてみ

ると「微毛に似た、ぼやけた、はっきりしない」

とあります。つまり“あいまい・な状態を指す言

葉のようです。ものの本によれば、それは１９６５年、
カリフォルニヤ大学バークレー校のＬ・Ａ．’；。＝。

ザデー教授により発表されたファジイ集ｊｌ鰐ｋ

合の論文に端を発しているそうです。難ｊｌ

ｒ｀しいことはさておいて、かなり前の中日≒

新聞に、つぎのようなことが書かれてい富
たのを覚えています。（この部分は、そ７
の記事にもとづきながら、少し私流につ７

け加えさせていただきます）“「氷がど ｉ
けたら何になるのか」とたずねられたら、・ｓ
あなたは何と答えますか。 ”いま、これｉ

を読んでくださっているあなたは何と答ｔｚ
えますか。きっと、多くの人は、そんな７
つまらないことを聞いてと思いながら、Ｊ

即座に「水になる」とお答えになると思、；
います。でも、ひょっとして「春になる」７

「川があふれる」と、思った方もおられｊ
るのではないでしょうか。

後者をファジイといい、

・な

前 者 を ク リ ス ！１久ｔｊ’Ｃ／／／’・Ｓ・．ｖ’¶’ゝ１１１』’ｌこ１’ｅ・’́７＾・ｇ

ｒ プ （ ｃ ｒ ｉ ｓ ｐ ） と よ ぱ れ ま す 。 も の の と ・ ； ・

星
野

欣
生

らえ方という点から考えてみますと、ク、？’ｉ

リスプは、白か黒かはっきりさせることｉ ° ｔ．゛゛

だし、ファジイは、あれもこれもで、何となくはっ

き り し な い と い う こ と に な る の で し ょ う か 。 ど ち

ら が い い 、 悪 い 、 と い う こ と で は な く 、 そ れ ぞ れ

に適したものがあるのだと思います。

人 間 の 行 動 と い う の は 、 ど こ か で 割 り き っ て、

こう だ と 言 い 切 れ な い 部 分 が い っ ぱ い あ り ま す。

い え 、 殆 ど が あ い ま い 模 糊 と して いて、 そ して、

そ れ 故 に こそ、 そ の 人 ら し さ と か 、 味 わ い が あ る

のではないでしょうか。

し か し 、 私 達 は 、 と もす れ ば ク リス プ の 物 差 し

Ｓ● ｌ。●

「
フ
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」
と
い
う
こ
と
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で人をみていることが沢山あるのではないでしょ

うか。家庭でも学校でも、知らぬまに、こどもを

画一化してみようとしているし（例えば、こども
一人一人の個性はどこえやらで、軒並みに有名校

へこどもをかりたてている親たち。また、学校の

テストは相変わらず、主観的な味方の強い国語な

どでも○か×で答を求めている。）組織の中でも

規則を笠に着て、はみだし者を排除してしまうよ

うな傾向がみられます。
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もともとあいまいなものを、一つの枠に

はめこんでしまおうとしている故に、さま
ざまな問題現象が起こっているようにも思

えます。
いのちの電話をはじめ、人とかかわりな

がら、その人を援助していく仕事というの

は、この、人間のあいまいな部分にかかわっ
ていこうとしているのではないかと思いま

す。でも、そのような場でも、１１＆達は、ひょっ
として、相手を一つの枠組にあてはめよう

とし、或は、自分を落ち着かせるために

（無意識でしょうが、）相手の言動を割り

きって見ようとしているかもしれません。
なかなか、ファジィには見えないものです。

人を援助するというのは、完全な人が、
不完全な人にかかわっていくことであると

言えば、誰もが否定すると思いますが、で
も、そのような思いあがりが全く無いとも

；；’言えないような気がします。あいまいな部
’ ‘１分を沢山持った人が、あいまいな人にかか

陣わっていくということ、何か、危なっかし
いような気がしてしまうのですが、援助の原点は

そのようなところにあるように、私には思えます。

自分のあいまいさをそのまま受け容れられたとき
に、相手のあいまいさを受け容れることができる
ようになるのではないでしょうか。
“ あ い ま い き ど ‘ あ い ま い ざ が 電 話 で つ き

あっているなんて、何と素晴らしいことでしょう。
ファジイは、病める現代社会の救世主のように

私には思えるのですが。
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れたもの。ペルシャの茶碗は鮮やかなトル｜１
° ブル ー 。 室 町 時 代 の 由 緒 正 し い 茶 碗 ヽ 暖 １

かな丸みをした萩焼・ｚ）茶碗等々、一人一人；

が 自 分 の 好 き な お 茶 碗 で、 大 福 茶 や お 抹 茶 ；

を 頂 き ま し た 。 午 後 に は ハーブ ティ や コ ー １

ヒー を 飲 み な が ら 先 生 の 手 作 り の 百 人 一 首 ｊ

を見せて頂いたり、くじ引きをしたりと、、

楽 し い 一 日 を 過 ご し ま し た 。 Ｈ ． Ｆ 。 ／ ’

１月８日、よく晴れた暖かな日に、私達

は水：谷先生のご好意により、崇覚寺でチャ

リティ茶会を行う事が出来ました。

遠くの異国の空を思わせるような瑠璃色の・

茶碗は先生が、サマンカンドで手に入れら；
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あいあい。上・中・下の句を別々に作っ１
て継ぎ合せる俳句では、珍句も出て大爆ｔ

笑。最後に踊ったジェンカの時のみんなｊ
の表情はとても若々しくて素敵でした。１
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り沢山．事務局長ヽゲストの先生方の．ニｌ--、
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１９８９年１１月～１９９０年１

と共にご報告申し上げます。
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ご援助ありがとう ございます

月末までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたします
（順不同’・敬称略）
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幼き聖マリヤ修道会
カトリック日比野教会
・笛正寺
株式会社丸田製作所深田由喜
｜ヨ本福音ルーテル名古屋教会ｌｉ吊人会
日本キリスト教団豊田教会
日本キリスト教団中京教会ｌｉ吊人会
日本キリスト改革派八鸚教会
；１助ｌｌカトリック教会

日本聖公会名古屋聖マルコ教会
日本キリスト教団半田教会
愛知１１１ｊ」教会
小田井鉄工株式会社
名古屋ブラザワイズメンズクラブ
教会４１家式会社アラキ製作所
高蔵寺ニュータウン教会婦人会
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名 古 屋 い の ち の 電 話 は １ ９ ８ ５ 年 ７ 月 開 局 以 来 、 社 会 福 祉 法 人 格 の 取 得 を 願 っ て 参 り ま し た 。 役 艮 を は じ め ボ
ラ ン テ ィ ア の 方 々 の 努 力 が 実 り 、 本 年 ２ 月 １ 日 付 け で 愛 知 県 知 事 名 を も っ て 哨 れ で 社 会 福 祉 法 人 愛 知 「 い
の ち の 電 話 」 協 会 ” と し て 許 可 さ れ ま し た 。
社 会 福 祉 法 人 の 許 可 は 、 名 古 屋 い の ち の 電 話 が 、 ５ ヵ 年 間 ボ ラ ン テ ィ ア 相 談 員 の 穣 み 上 げ た ５ ２ ． ０ ０ ０ 件 に 昇

る 相 談 電 話 の 実 績 、 毎 年 １ 、 ０ ０ ０ 数 百 万 円 に 昇 る 資 金 ボ ラ ン テ ィ ア （ 寄 付 者 及 び 会 員 ） の 方 々 の 運 営 費 援 助 、 名
古 屋 及 び 県 下 の 法 人 、 個 人 及 び 団 体 の 有 志 の 方 々 の 応 援 で 積 み 上 げ た 資 金 に よ る 運 営 基 盤 の 安 定 化 を 認 め ら
れ 、 社 会 的 に も 法 的 に も 名 実 共 に 独 立 し た 法 人 と な っ た こ と を 意 味 し ま す 。 犬
法 人 許 可 は 実 に 名 古 屋 い の ち の 電 話 に 関 わ り 、 協 力 し 支 え て 下 さ っ た 方 々 の お 力 の 賜 物 と 存 じ 心 か ら 御 礼

を 申 し 上 げ ま す 共 に 、 こ こ に ご 報 告 を 申 し 上 げ ま す。
今 後 、 人 材 も 資 金 も 有 志 の 方 々 の 援 助 に よ っ て 社 会 に 役 立 っ て い く こ と を 願 っ て お り ま す の で 、 り

援 を お 願 い 申 し 上 げ ま す。
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大橋鉄工株式会社
株式会社伊藤工務店
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リスト教団鳴海教会婦人会
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春の息吹きを感じる頃です。一

年に四季があるように、人生に

も四つの季節がある。青春の春、

壮年の夏、そして秋は老いを迎

える時、また深い思索の時でも

ある。人は何のためにこの世に

生れ、何処に行くのか。人は何

故、老い、また一夜の夢のごとく死んでいくのか。

「われらが年をふる日は七十才に過ぎず、あるい

は健やかにして八十才に至らん」と旧約の詩人は、

歌った。私たちの人生が、死をもってすべて終わ

るとするならば、何と一切は空しいことだろう。

この限られた地上の「いのち」だけではなく、そ

の遥か彼方一永遠の世界に思いを馳せてみよう。

伝道の轡に「天が下のすべての事には季節があり、

すべての業には時がある。生るるに時があり、死

ぬるに時がある、、、神のなされる事は皆その時

にかなって美しい。神はまた人の心に永遠を思う

思いを授けられた」とある。お互い、この永遠の

大きな円の中に生かされていることを思い、今日

も「いのち」の大切さ、生きる事の素晴らしさを、

先ず身をもって示していくものとなろう！

（Ｋ．Ｈ）

名古屋いのちの電話日誌
１９８９年
１１月１３日（月）運営委員会
１１月１７日（金）理事会
１１月２０日（月）１回練委員会
１１月２４日（金）財務委員会
１１月２５日（土）親睦会
１２月２日（土）～３日（日）第５期生一泊研修会
１２月８日（金）スーパーバイザー懇親会
１２月１１日（月）訓練委員会
１２月１８日（月）運営委員会
１２月２１日（木）三委員長会議

「名古屋いのちの電話」の相談事業にご協力下さい。
名古屋いのちの電話はボランティアによる運動で
す。多くの方々の協力によって、電話相談員の養成訓
練、相談電話の受信、運営業務、設備、広報機関等の管
理を行っています。このためには年間きまった資金が
必要です。夫々のボランティアと共に、特に資金ボラ
ンティアとして名古屋いのちの電話を支えてくださ
るお一人になってくださるようお願いいたします。
また友人、知人等お心のある方をもご紹介下さい。
下記のような方法で運営資金のご協力をあおいで
おります。

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
名古屋いのちの電話

ｉ゚゙ ４５１-９１名古屋東鋤

事務局咩０５２-９７１-５１８１
相談電話咩０５２-９７１-４３４３

● ● ㎜ ● ●

１９９０年
１月８日（月）親睦茶会
１月８日（月）訓練委員会
１月９日（火）第５期生ロールブレイ開始
１月１９日（金）財務委員会
１月２２日（月）運営委員会
２月５日（月）理事会
２月１９日（月）迎営委員会
２月１９日（月）訓練委員会

． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． 」

①賛助会費（年間１口）
Ａ-１０、０００円、Ｂ-５、０００円、Ｃ-３、０００円

②法人会費（年間１０１万円、１口以上）
③一般寄付自由な金額で寄付いただいています。
④クリスマス・年末寄付
○ご送金は
・郵便振替口座ナゴヤ１-５３７５８（振替用紙有り）
・東海銀行大津阻Ｔ支店普通預金口座ｚ１７７４）２９

なお、お誕生日カードを差し上げます。生年月日をお
知らせ下さい。

１９９０．

１９９０年２月２８日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編集人広報委員会

や

『

郵便振替口座ナゴヤ１-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９
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